
 

     

【令和２年２月１８日版】 

都立白鷗高等学校・同附属中学校高等学校 グランドデザイン（イメージ） 
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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

※各校で、「資質・能力」の数や「レベル」の段階数は変更する。 

育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ 

 

目指すべき 

生徒の将来像 

主
体
的
に
課
題
を
探
究
し
解
決
す
る
力 

必要な知識・技能を

修得できる 

基礎学力を確実にバラ
ンスよく身に付けるこ
とができる 
 

経験的な学びと学問的 
な学びを結び付けるこ 
とができる 

修得した学びを多面的・
多角的に応用すること
ができる 

学びを発展的にとら
え専門的な知識・技能
を身に付けることが
できる 

目の前の課題と関連す
る知識・技能をつなげ
考察できる 

自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
し
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
尊
重
を
基
盤
に
、「
競
争
」
と
「
協
働
」
の 

両
方
が
で
き
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材 

主体的・自律的に 

学ぶことができる 

与えられた目標に沿っ
て学習計画を自分で立
てることができる 
 

自らの目標を立て、学習 
計画を作成し、それに 
沿って着実に学習でき 
る 

学習内容に関して深く
学ぶ手段を自ら発見し、
学び続けることができ
る 

関心ある分野にとど
まらず、世界を広げて
知見を深めることが
できる 

修得した知識から新た
な課題を見つけ社会と
関連付けながら学び続
けることができる 

論理的・批判的に 

思考できる 

筋道を立てて自分の考
えを持つことができる 
 

自分の考えを筋道を立 
てて説明できる 

他者の考えと自分の考
えを比較できる 

他者の考えをうのみ
にせず、筋道を立て
て、妥当かどうかを考
えることができる 

独創的な視点で論理
的・客観的に解決に至
る筋道を立てることが
できる 

情報を的確に活用 

できる 

情報活用の基礎となる
ICTの基本的な知識を
身につけることができ
る 

情報を ICT の基本スキ 
ルを用いて、まとめる 
ことができる 

情報発信による他者や
社会への影響を踏ま
え、情報の役割を理解
し判断できる 

情報受信者の状況を
考慮して、要点が伝
わるよう情報発信で
きる 

幅広いネットワークを
構築し、情報を積極的
に共有できる 

考えを的確に表現 

できる 

自分の考えを様々な方
法で表現できる 
 

自分の考えを、決められ 
た設定の中で表現でき 
る 

自分の考えを、決めら
れた設定の中でわかり
やすく表現できる 
 

自分の考えを、効果
的な手法を用いて表
現できる 

自分の考えを、効果的
な手法を用いて、説得
力をもって表現できる 

日
本
の
伝
統
・
文
化
を 

深
く
理
解
し
発
信
す
る
力 

日本の伝統・文化を

理解できる 

体験を通して地域の歴
史や文化に対する理解
を深めることができる 

体験を通して日本の地
域の多様性について理
解できる 

諸外国と比較し、日本の
伝統・文化の独自性や類
似性等について理解で
きる 

地域の歴史や産業に
関する理解を深め、課
題を発見できる 

課題探究を通して日本
の伝統・文化を深く理
解できる 

日本の伝統文化を国

内外に発信できる 

地域の歴史や文化を、プ
レゼンを用いて発信で
きる 

日本の歴史や文化をプ
レゼンを用いて発信で
きる 

体験を通して得た日本 
の伝統・文化理解を平 
易な外国語で発信でき 
る 

地域の発展に向けた
提言を日本語でわか
りやすく発信できる 

課題探究を通して得た 
日本の伝統・文化理解 
を外国語でわかりやす 
く発信できる 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
を
尊
重
し 

世
界
と
「
競
争
・
協
働
」
す
る
力 

多様性を尊重できる 

所属する集団の中で多
様性尊重の必要性を理
解できる 

所属する集団の中で多
様性尊重に基づき判断
し行動できる 

所属する集団の中で多
様性尊重に基づき周囲
を巻き込み行動できる 

多面的な視点 (民族･
性別･障がい等)で多
様性尊重を理解でき
る 

多面的な視点で多様性
尊重に基づき判断し行
動できる 

競い合い、高め合う

ことができる 

自分自身や他者の強み
を見出すことができる 

自分自身や他者の強み
を明確にし、互いに認め
合うことができる 

自分自身を他者の強み
に近づけようと努力で
きる 

他者の努力を認めサ
ポートすることがで
きる 
 

互いに強みをさらに高
めあうことができる 
 

グローバルな視点で

思考・発信できる 

世界的諸問題について
興味を持ち、知ることが
できる 

世界的諸問題について
深く理解できる 

世界的諸問題を、複雑に
絡み合いつながり合う
一つのまとまりとして
考察できる 

グローバルな視点で
世界的諸問題の解決
について提言できる 

グローバルな視点で、
新たなものや考えを生
み出し発信できる 

外国語をツールとし

て活用できる 

CEFR において A2.1
レベルに達している 

CEFR において A2.2
レベルに達している 

CEFR において A2 レ
ベルに達している 

CEFRにおいてB1レ
ベルに達している 

CEFR において B2.1
レベルに達している 

【生徒／学校の現状】『伝統からグローバルな未来へ』 

・東京都立初の中高一貫教育校として先進的な学びを構築している 

・130 年の歴史を有し、日本の伝統・文化理解教育を推進している 

・グローバル人材育成のための特別な教育環境の充実を図っている 

・生徒は真摯に学び、自律的な態度で自己の向上を図っている 

 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

自己のアイデンティティーを確立し、ダイバーシティ（多様性）尊重を基盤に、「競争」と「協働」の

両方ができるイノベーティブなグローバル人材 

 

【教育目標】 

・積極的な学習を促し、自己実現のための能力を高める 

・自ら正しく判断し、責任ある行動ができる力を養う 

・体を鍛えるとともに、豊かな情操を養う 

・互いに個性を認め、人格を尊重する精神を養う 

 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 

① 主体的に課題を探究し解決する力 

② 日本の伝統・文化を深く理解し発信する力 

③ ダイバーシティ（多様性）を尊重し世界と「競争・協働」する力 

 

【予想される社会の変化】 

・急速なグローバル化の進展と日本のプレゼンスの相対的低下 

・少子高齢化、情報通信技術の進歩に伴う社会構造の変化 

 

【学校像/学校経営計画】 

・6 年間の系統的な教育により自己実現を図る学校 

・未来社会のリーダー、国際社会に貢献する人材を育成する学校 

・地域に根ざし、開かれた学校 

 

日本の 

伝統・文化 

理解教育の 

充実 

課題探究型 

学習の推進 

ダイバー 

シティ 

教育の充実 

イノベーティブな 

グローバル人材 

の育成 


